第１２回第１部会（行政推進）概要

日　時　　平成２０年１月２２日（火）　午後６時３０分～午後８時３０分

場　所　　登別市役所　第３委員会室
司会進行　合田副部会長
出席者　　平秀里、合田美津子、石亀裕、鎌田和子、須田諒子、田中寛志
事務局　　二階堂企画グループ総括主幹、沼田企画グループ主査（企画調整担当）
議　題　　１．フォーラムの事前学習
１　フォーラムの事前学習（資料「講演会から」の読後感想について）
❑　参考にはなったが、登別市に当てはまるかどうかと感じた。インターシップなどについて感じた。

❑　何を読み取るかが重要。私は参考になった。

❑　職員も市民も自分の考えを出せるようにすべき。

❑　補助金を一度全てカットして一からやり直したというのは良いと思う。登別は一部だけカットのようになってしまっている。我孫子市のように行政だけで行わないで取り組んでみてはどうかと思う。

　　市民自治推進委員会でも補助金・助成金については話があったが取り組むには至っていない。

❑　補助金については市民検討委員会を登別市でも立ち上げた。市としては全ての補助金を切ることはできないのが現状だった。

　　文化事業においても昨年行った事業だから今年も行うという考えで事業を行っている。しかし、職員１人が事業をやめようといってもそうはならない。

　　市民自治推進委員会でも登別市が破たんしないように、言っていかなければならない。

❑　補助金などは、市民はもらうことが当然という感がある。市の補助金検討委員会では難しいと思うので市民自治推進委員会で取り組むべき。外部評価についても自治を知らない人が行ってはだめだと思う。

❑　協働は自立したもの同士により成り立つものだと思います。自ら学び、地域で活動していく必要があります。協働のまちづくりは最初の目標であり、最終の目標でもあります。

❑　議員の話がこの講演会の資料で出てこなかったのは残念。議会抜きには考えられない。議会と共にどう市民の意見を反映してきたのか。そのあたりが知りたかった。

❑　住民ニーズが分からないというのは役所のシステムに問題がある。仕事を組み立てる前に仕事が既にある。そうであれば役所に言ってもしょうがない。

　　この場に議員もいるべきだ。議員を通して行政に言っていかないと行政は動かない。ここで言っても始まらない。

　　議員は極論だが、市民の代表ではなく、組織の代表になってしまっている。

　　市民と議員のコミュニケーションがとられていない。市民自治推進委員会は市民の代表ではないので議員を通して行政に言うしかない。

　　いくらここで言ってもどうにもならない。ここで事務局の人が分かってくれてもほかの課では知りませんと言われる。

❑　今日、用事があって市に電話した。質問したが一度も返事がない。この分野はここではなくあちらですなど縦割り。室蘭市に電話したが詳細な対応をしてくれた。どうして登別ではちゃんと親切な対応をしてくれなかったのか。職員の教育がなっていない。つくづく教育ができていないと１階の対応で感じた。

❑　議会の問題も含めて言うと、市民の代表イコール議員は性善説というのがある。議員が市民の代表であると感じたことがない。議員も当選したら自分を守るほうが先になっている。

　　議会フォーラムのとき、自分の報酬が少ないといって、自分の生活の話をしている議員がいたぐらい。議員と行政マンも持ちつ持たれつになっている。

❑　職員と議員がもたれあいになっているのは議員の質の問題である。

❑　私は批判しているのではなく、このように長い間やってきている現状をお話している。市民自治推進委員会と行政、議会と市民自治推進委員会というように我々は議論を交わしていかなければならない。

　　市民自治推進委員会もできたが理想と現実が違うことになっている。
❑　議員の資質向上は本当に必要だと思う。自分もそう思われていたかも知れないが。

❑　その議員を選んでいる市民に問題がある。組織票全てがいけないとは言わないが、議員として活動するときは組織でなく市民の代表という認識を持ってもらいたい。

❑　議会は多数決の世界。自分の考え方を言っても賛同してくれるかどうかは別問題。

❑　自分たちが選んだ議員なのだから、監視する必要がある。

❑　生活するために議員になっている人もいる。専門職として議員をやるには手取り２５万円では少ない。古参の議員の中には専門職として、この給料で生活している人もいる。自分たちで給料が高い低いとは言えないと言っていた。

❑　市民も選らんだ側の責任があるのだから、ちゃんと働いているかどうか確認をしなくてはならない。

❑　そのための市民自治推進委員会。議会も行政も我々も意識改革するために市民自治推進委員会はある。
❑　市民の意識の吸い上げのノウハウはどうなっているのか。

❑【事務局】市民検討委員会などを立ち上げ市民の意見を集約してきている。また、全般については広聴広報で聞くことにしている。聞いた意見は行政に反映できるものは反映している。予算・条例等については議会の議決が必要になる。

２　運営委員会の報告について

❑　３月２日（日）１３：００～１６：００に市民自治推進委員会が主体で、市民自治フォーラムを開催する。
　　ぜひ、皆さん参加していただきたい。参加費は資料代として２００円かかる。大学教授の森先生に１時間講義していただき、その後パネルディスカッションを開く。市民自治推進委員会から１人、連合町内会１人、商工会議所またはＪＣ1人、行政１人、議会１人と考えている。
❑　市民自治推進委員会も活動を開始して１年たったが、今後のあり方について皆さん考えて欲しい。

❑　先日の運営委員会で第４部会から提言を３つ出すと言っていた。部会は提言を出さなければならないのかと考えてしまった。

　　市民自治推進委員会は６カ月の出席がなければ退会・休会させることができることに規約はなっている。排除するということではなく、市民自治推進委員会で活動していなくても、７９人の市民自治推進委員が活動していると見られる。

　　第１部会で提言をすると考えた場合、消防が懸案になっていると思う。ただ、他の部会が提言しているからといって、みんなが提言しなければならないというわけではない。

❑　市民自治推進委員会が果たして価値のあるものか疑問に思うことがある。職員に資料を作ってもらって、残業代が出る出ないは別にして遅くまで残ってもらって。

　　参加してよかったなと思える市民自治推進委員会にして欲しいと思う。

❑　市民自治フォーラムにおいて、森先生に話して欲しいことはありますか。

　　市民自治について、今後の方向性について、話してもらう予定です。

◎次回開催日時等

日時　平成２０年２月１９日（火）　１８：３０～
場所　市役所２階　第４委員会室

司会　鎌田委員
